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例
大
祭
に
つ
い
て

『
例
大
祭
』
と
は
、
神
社
で
毎
年
行
わ
れ
る
祭
祀

の
う
ち
、
最
も
重
要
と
さ
れ
る
お
祭
り
こ
と
で
す
。

通
常
、
毎
年
恒
例
と
し
て
行
わ
れ
る
お
祭
り
を
「
例

祭
」
と
云
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
例
大
祭
は
年
に

一
回
、
多
く
は
祭
神
や
神
社
に
特
別
の
由
緒
や
御
縁

の
あ
る
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
最
初
に
神
社
を

お
祭
り
し
た
日
等
の
事
で
す
。
特
に
由
緒
の
あ
る
日

が
無
い
場
合
は
、
春
祭
り
や
秋
祭
り
を
も
っ
て
例
大

祭
と
し
て
い
る
神
社
も
あ
り
ま
す
。
例
大
祭
が
行
わ

れ
る
日
は
毎
年
決
ま
っ
て
い
て
、
み
だ
り
に
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
例
祭
日
を
変
更
す
る
場
合
は

神
社
本
庁
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
例
大
祭
』
と
云
う
呼
び
方
は
通
称
で
、
正
式
に

は
、
大
祭
式
例
祭
（
た
い
さ
い
し
き
れ
い
さ
い
）
と

云
い
ま
す
。

母
里
・
大
塚
地
区
の
神
社
は
、
春
祭
り
（
春
季
例

祭
）
の
あ
る
神
社
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
秋
祭
り

（
秋
季
例
大
祭
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
各
神
社
の
例
祭
・
例
大
祭
日
を
列
挙

し
ま
す
と
、

母
里
地
区

守
合
地
区
鎮
座

岩
上
神
社

夏
季
例
祭

七
月
一
日

例
大
祭

十
月
七
日

守
合
荒
神
祭

十
月
七
日

才
ヶ
峠
地
区
鎮
座

木
野
山
神
社

春
季
例
祭

四
月
第
二
日
曜

例
大
祭

九
月
第
四
日
曜

上
下
古
市
地
区
鎮
座

青
垣
神
社

春
季
例
祭

四
月
三
日

例
大
祭

十
月
三
日

稲
森
神
社

例
大
祭

十
月
二
十
日

東
八
幡
宮

元
旦
祭

一
月
一
日

元
始
祭

一
月
三
日

節
分
祭

二
月
三
日

夏
季
例
祭

七
月
一
日

例
大
祭
宵
祭

十
月
十
四
日

例
大
祭
本
祭

十
月
十
五
日

慰
霊
碑
慰
霊
祭

隔
年
十
月
十
五
日

除
夜
祭

十
二
月
三
十
一
日

井
戸
地
区
鎮
座

客
神
社

夏
季
例
祭

七
月
六
日

例
大
祭

十
月
十
九
日

卯
月
地
区
鎮
座

大
渡
神
社

夏
季
例
祭

七
月
二
十
三
日

例
大
祭

九
月
二
十
三
日

招
地
区
鎮
座
（
現
在
は
西
八
幡
宮
合
祀
）

佐
古
神
社

例
大
祭

九
月
三
十
日

御
笠
地
区
鎮
座

西
八
幡
宮

元
旦
祭

一
月
一
日

元
始
祭

一
月
三
日

節
分
祭

二
月
三
日

大
祓
祭

六
月
三
十
日



「
杜
乃

雫

」
は
、
明
治
～
大
正
初
め
の
頃
に
、
八
幡

も
り

の

し
ず
く

宮
よ
り
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
社
報
の
タ
イ
ト
ル
で
、

こ
の
度
、
不
定
期
刊
行
な
が
ら
復
刊
致
し
ま
し
た
。
氏

子
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

夏
季
例
祭
宵
祭

七
月
二
十
四
日

夏
季
例
祭
本
祭

七
月
二
十
五
日

忠
魂
碑
慰
霊
祭

七
月
二
十
五
日

例
大
祭
宵
祭

十
月
十
四
日

例
大
祭
本
祭

十
月
十
五
日

神
去
出
祭

十
一
月
二
十
六
日

除
夜
祭

十
二
月
三
十
一
日

鈴
森
稲
荷
神
社元

旦
祭

一
月
一
日

初
午
祭

二
月
初
午
日

鎮
座
祭

三
月
十
八
日

例
大
祭

十
月
二
十
九
日

神
去
出
祭

十
一
月
二
十
六
日

除
夜
祭

十
二
月
三
十
一
日

下
町
地
区
鎮
座

岳
山
火
除
神
社例

大
祭

十
一
月
二
十
三
日

西
市
地
区
鎮
座

日
御
碕
神
社

例
大
祭

九
月
二
十
六
日

城
山
地
区
鎮
座

揖
屋
神
社

夏
季
例
祭

七
月
十
九
日

例
大
祭

十
月
五
日

大
塚
地
区

殿
河
内
町
地
区
鎮
座

客
神
社

例
大
祭

十
月
一
日

松
実
町
地
区
鎮
座

一
宮
神
社

例
大
祭

四
月
一
日

若
宮
稲
荷
神
社例

大
祭

十
月
七
日

茶
屋
町
地
区
鎮
座

若
宮
神
社

例
大
祭

九
月
二
十
二
日

社
日
社

例
祭

九
月
二
十
二
日

丸
山
町
地
区
鎮
座

大
塚
八
幡
宮

元
旦
祭

一
月
一
日

元
始
祭

一
月
三
日

節
分
祭

二
月
三
日

夏
季
例
祭

七
月
十
三
日

例
大
祭
宵
祭

九
月
十
四
日

例
大
祭
本
祭

九
月
十
五
日

除
夜
祭

十
二
月
三
十
一
日

中
の
町
地
区
鎮
座

両
大
神
社

元
旦
祭

一
月
一
日

元
始
祭

一
月
三
日

節
分
祭

二
月
三
日

夏
季
例
祭

七
月
十
一
日

大
祓
祭

七
月
十
一
日

例
大
祭
宵
祭

十
月
十
五
日

例
大
祭
本
祭

十
月
十
六
日

除
夜
祭

十
二
月
三
十
一
日

と
な
り
ま
す
。

各
地
区
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
助
力
に
よ

り
、
祭
祀
の
巌
修
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
に
、

更
に
此
の
お
祭
り
が
末
永
く
続
い
て
参
り
ま
す
よ

う
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
助
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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